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市場調査レポート 「コールドストレージ 2018」の要約 
 
HDD・SSD は 5 年、LTO は 7 年、光ディスクは 50 年として、毎年の出荷容量を累積した

容量を実稼働容量と推定できる。使用環境に応じて実際に稼働しているストレージ容量と

して扱う。左図は、全てのストレージ

を上記のルールで累積した結果であ

る。 
2018 年では 4.7ZB、2020 年では

6.7ZB、2025 年で 15.5ZB が実稼働容

量となる。 
2018 年から 2025 年までの実稼働ス

トレージ容量は、CAGR で 18.6％で

ある。 
 

 
 個別のストレージの実稼働ストレージ容量は、HDD の比率の大きさ、SSD の成長率の高

さは、年次の容量供給の傾向と同様であるが、累積年数の長い LTO と OD のグラフ上の存

在感は年次比で増す。HDD に関して

は、クライアント市場向けの伸長は鈍

いが、エンタープライズ市場では大き

く伸長する。これは、後に詳述する

Near-Line HDD の成長によるもので

ある。 
NAND Flash は、クライアント用途と

エンタープライズにおけるハイパ

フォーマンスティアで急成長し、HDD
は、エンタープライズのコールドスト

レージ用途で大きな成長を続ける。 
 
エンタープライズにおける HDD、LTO、光ディスクの、ユニット当たりの年間平均出荷の

推移を示す。ここでは、光ディスクはデータセンタ向け仕様の AD ディスクのみを対象とし

た。最も単位容量の大きな HDD-NL の

平均ユニット出荷容量は、2018 年で

9.6TB/unit、2025 年には 20.5TB/unit
となることが予測される。それぞれのス

トレージの 2018 年-2025 年の容量増加

の CAGR は、 
HDD-NL   11.5％ 
LTO  16.8％ 
OD(AD)  14.7％ 
となり、HDD-NL とともに、LTO や光

ディスクなどのリムーバブルストレージの容量増加が特に期待される。 
 
 
 
 

ふじわらロスチャイルドリミテッド

想定されるデータ総流通量と累積稼働ストレージ容量の推移

Cold Storage 2018

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
Digital universe IDC 15 22 32 44 60 80 105 130 163
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各ストレージの今後の容量トレンドをまとめた。HDD の 2018 年 16TB 以降は、面密度向

上トレンドからの推測である。2025 年に 40TB を実現できるならば、HDD が今後も Near-
line Storage 分野で中心的存在であり

続ける。光ディスクストレージは、AD
の動向を載せている。1TB 以降の動向

に関しては、Holographic recording な

どの方式にて 3TB/disc 以上を実現す

ることが必須となる。Holographic 
recording を実用化するとなれば、将来

的に20-30TBの実現性が同時に問われ

ることとなろう。 
 

 
HDD 技術動向の項から抜粋 
2017 年に WD から MAMR 技術の実用化の発表があった。ATSC による 2016 年に発表

された技術ロードマップには反映されていない。MAMR は 2025 年には、10Tb/in2 の技術

開発が可能とみている。HAMR 技術は・・・NFT を、ダイオードレーザ、導波路、および

適切なカプラからなる光供給システムと共に使用する。通常、λ〜800 nm のダイオード

レーザが使用される。HAMR HDD は、ヘッドの書き込み磁極付近にスピントルク発振器

（STO）を置いてマイクロ波を発生させ、・・・・STO の製造技術と「Damascene プロセ

ス」と呼ばれる独自のヘッド成形技術を柔軟に組み合わせ、高信頼性と大容量を実現した小

型 STO を搭載するヘッド構造を開発した。・・・・ 
 
ホログラフィックメモリ技術動向から抜粋 
光ディスクの大容量化としてホログラフィックメモリは、アーカイバルディスクの次のス

テップとして期待できる技術であり、日本では日立製作所（開発は中止）、JST による宇都

宮大学・東京大学・HLDS のグループ、及び NEDO による開発は既に終了したが東京理科

大が Holographic recording 開発を継続している。中国では、北京工科大学が中心に開発を

進めている。中国では、大容量コールドストレージに対するニーズが旺盛であり、・・・・

研究開発投資に意欲的で、・・・・20TB/disk 程度の可能性が望まれる領域である。 
 
重要データを長期間、低コストに保存する光ディスクストレージの活用方法である。図の中

央にある Deep Archive は near-line 
storageの形式で使われる。さらに、Off-
line Archive の形式で DR(Disaster 
Recovery)を行うケースもある。 
 光ディスクの低ビットコスト、長期

保管信頼性、低消費電力などの特徴を

十分に生かす方式であり、政府、金融、

企業等におけるデータアーカイブの利

用方法として期待されている。 
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中国市場動向からの抜粋 
2016 年 1 月、e-Hualu は京津冀区域のひとつである天津市にデータセンタを建設するこ

とを発表し、すでに一部稼働している。このデータセンタのストレージの総容量は 2000PB
を超える。パナソニックは、2017 年

に、容量にして 200PB の AD 300GB
による光ディスクアーカイブシステ

ムを同データセンタに納品したとし

ており、・・・・ 
現在 e-Hualu は中国国内の 30 の省、

自治区、行政区で事業を展開している

が、今後、これらの区域に・・・・   

e-Hualu による光ディスクアーカイ

ブシステムの採用が注目される。 
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